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富山市長　藤井裕久
「『日本人と竹』のお話」No.43

　今年 9月、「とやまの竹の祭典2024」が呉羽青少
年自然の家を舞台に開催された。竹を材料にした
「竹あかり灯

とうろう

篭」や、竹と里山で拾えるドングリな
どを使用した「竹工作」、竹炭づくり、竹炭キャンプ
ファイヤーなど、親子で参加して竹に親しみなが
ら楽しめるコーナーも大盛況であった。私たちが
身近に目にする代表的な竹と言えば、真

ま

竹
だけ

、淡
は

竹
ちく

、
孟
もうそう

宗竹
ちく

である。真竹と淡竹は古くから日本に自生
していたと考えられているが、孟宗竹は1736年頃
に中国から伝来したそうである。この祭典は、竹に
親しむ機会を提供するだけではなく、近年問題に
なっている放置竹林の整備や竹の活用について考
える良い機会となった。
　さて、人の手によって整備された竹林は、実に美
しく私たちの心を和ませてくれる。最近、呉羽丘陵
では、放置され雑木や竹などが鬱

うっそう

蒼と生い茂って
いた斜面が、徐々に整備され明るくなった様子が
確認できる。里山整備は、良質で緑豊かな生活環境
を保全し、土砂災害を予防し、有害鳥獣の住宅地へ
の出没を緩和するなどの効果がある。この里山整
備については、NPO法人きんたろう俱楽部などを
はじめとする民間ボランティア団体や、心ある企
業、市民の力によるところが大きいが、このような
継続的な取り組みに心から敬意を表し感謝したい
ものである。
　ところで、日本人は古くから竹に親しみ竹を活

用してきた。その用途は、建築では内外装材や壁の
下地材、庭園では垣根や庭竹、生活道具では扇

せん

子
す

や
団
うち

扇
わ

、竹籠
かご

や暖
の

簾
れん

、物干し竿
ざお

など、実に多彩であっ
た。茶道や華道の道具としても大切に利用され、美
術的価値をも高めてきた。子どもの頃は、自作の竹
馬や竹トンボ、竹の釣り竿などでよく遊んだもの
である。
　また、竹にまつわる話と言えば、誰もが知ってい
るかぐや姫が登場する「竹取物語」がある。子ども
の頃は、光る竹の中から女の子が生まれるとは、何
とも不思議だった。平安時代から連綿と受け継が
れてきた名作であるが、最近は絵本やアニメにも
なっており、今の子どもたちにも親しまれている。
竹にまつわる苗字では、竹内・竹田・大竹・竹中など
など、実に多くの種類がある。竹

ちく

馬
ば

の友・竹を割っ
たよう・破

は

竹
ちく

の勢いなどは、しばしば使っている諺
ことわざ

や慣用句である。
　竹は、古

いにしえ

から私たちの日常生活の中にあり暮ら
しを支えてきたのであるが、近年はプラスチック
材やアルミ材などに取って代わられ次第に縁遠い
存在になってきた。一方で、最近は、伝統や文化・芸
術の力が見直され、天然素材を使用する機運の高
まりも相まって、「竹」に対する評価が再び高まっ
ていることはうれしい限りである。そして、今を生
きる私たちが、身近にある「竹」を生活の中に積極
的に取り入れて活用することが、竹の価値を高め
未来に繋げて行くことに他ならないと思う。

〇に入る文字は？ 答  「〇〇〇〇」

前月の応募総数 445件（正解数442件）ニッコリ前月の答え

　富山市公式L
ラ イ ン

INEかはがきで回答してください（ 1人 1通）。
LINE の場合
右の二次元コード
から友だち追加を
して、メニューか
ら回答。

はがきの場合
答と郵便番号、住所、氏名、年齢、
電話番号と「広報クイズ」と書
いて、広報課（〒930－8510　新
桜町 7－38）へ。

締切日▶12月11日㈬（必着）　賞品▶500円分の図書カード
当選発表▶賞品の発送で代えさせていただきます（抽選で 5人）。

とやま情報局

放送局 KNB北日本放送（₁ch）

今月の
放送日 12月29日㈰11：45～

市ホームページ（ 1002571）

テーマ「広げよう！防火・防災の輪」
　365日昼夜を問わず、火災現場の消火活動、災害
時の救助活動など、安心して暮らせる地域づくり
のために活動する、富山市消防局の取り組みを
紹介します。

「富山〇〇〇〇」をおいしく食べて
からだの中から美しく健康になり
ましょう。

整備された竹林


